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                               Re'sum e'

  Ich  hnbe  friihei in der "1]ransfL･rtions oi  t･he Sapporo )i fttiu'al Hist,:)ry Soeiety'iKT6T, l?tlNi.
pt, ]. I93t')" :]siatische  .Eke･m'rs'u･s Arten  er"'h'hnt,  z,ul  jet･zt .wili ieh hier ivi.efl'(/6''di'ne  lieiie

Spez･ics bes{,1]i'i.'ibe", die in nordlic'hc,in  I{orea g.efnnde･ll wor(Ie.n  ist. 1)iese ilrt･  E'h'/ielt in
der Gesta･]t･ dts Labvu)ns  sehr  E, s-ibiri.r･tes, abe'  ihrc iniL  ita-lii/' bozeii::hrieteti li]oi')nen' sind

haupt,stici)lich von  der ]etztvn zu  untc',rsc'hpidei',. 
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 -Elscaryus koreanus n.  sp.  -･ -L

                                                       '

  K.b'rperlU'ng'c- b'/s 60run, Beinpanre  49  di , 51 c/dor  53 9 , Kopfsel]ild Lg:  Br･=6:5,  S'e2･tei'u`R･nd
bogunf6r]nig. V'on oben  gt.n.sehen ist･ am  Kopf  c/i'ne grosser  (I]eil dpv Kt･eterfusssegenei}t
Pleuren  u-d  1.'e]opodite sic.htba･r. 
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  Ungcle]derter llintercl.ypetis getii'enn:, ]nedinl  niiti 1 Pa,a'r Borstcn, gefelderter･IT' orde.vc/Iype(os

init  eL]ev  unroge]]tih'dsigen  Qnerreihe yon  et,"'a, 15 
'B'orsten,

 in ,/len  Eeken  wiit.  ie,einer
GrLip.pe }'on D-5  

-und
 ]nedin1  2Lt3 ?t'Lar Burste]i ve.rs"hen.  Kieferfusst/elg,podif, p]it.

sehwacheio  InnenliUeker ain  Prh'fE']nur, fi11p andE.tren  Glie]er  ohnc  Zfihnbilr.lung, gesehl,osscn
erreiel]en  sic ftLst tle]i  Stiv"rand, Lft:]i'u]nn]itte seicht,  eingebuehtet;  in dqy ),Vtte sind,  die

ZEhi]e gr-:･ss un,d  stu]):pi,  soitlieh  sintl  sie lallg', iransenart･ig nn.nn  beide/,]. Jlncl･eii i-st cxin
ta,nnenzapfenn'rtiges Ornnn]eiit siehtba=  Zahnst,[ielc tler  )l/n-:iclibci i.inde.titiieli ln Bloel{bh
zerltiitet･.  Tkiopok:it fte･r 1. :Llx,k;!:lle wt'it I Ptza;" fittsse.･ntaste･]'pt,  Sye'itcorit ohf'ae.- z-:nfl (ii[c .lu,rsen-

･scJasite･r
 uncl  L(tteralSeite'gi･";; "'bitfei･nen  te･jtit ,E'!ti'2en jSl.pitsen  ve}'3ehen.  2, iuvl  3, [[]d･]or,oditglied

der E. ]IIRxi,]le se}iv  reicl)Iich  beborht{t, Russeicle]n  rnit  zahlreiehell  zerstrRut ¢ i, 
'sehr

 kLeincn
Splt,zehen

 
bc:s.e'tzt.

 ]?]'titFtrstis kr.allenftirn]ig un({  gcblciir.nit･. [Vergit ]nit･ 2 seicl"cn.Lh',ngsfu  rc,hciii.

irordere St.erriite brc'iter. als  1:uig, ]}iittc`lere  qnadr}Lt･i'sch, liintere ];'tnge]' fl･11s brci-L'･, .alif
IEnterrand  ]neclLft] kein Vorsprung,  .Vle Ters,it･ uncl  Sternite )nlt  z{:rstreut,en  kurzen
Bersteii ui'td Eehr  klekieil Spitzehen verBc-.heLi,  Entlbe,insturnit, se]n'  lnng, sehi-a,l,-2  ]nal'  se

lapg wie  brel"v, fasti rc･c'ht,ec-kig, Hiiite wenig  bebo]'stet, niit  .zahJieichen yq'rschiedort  
.ctrosseh

I'oren
 be,.l()ekt, z"'ei  yon  {liesen  I'oren brross, Eni:lbeiii vential  dicht pclzftrii.cr beb.orstet,

Pi'h't.p-=-'sus ki'al'lenf6r]nig, kl(ti ller  alsi 
'
 tlio der Ubrigei･i Beine.  En･ttbein des [S {ic'ht 
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　予 は袰 に 札幌博 物學會雑誌 Vol，　 IV
，
　 pt．ユ

，
1935 及 び動物學雜誌第 561 號（昭 和 7 年 ユ0月

號）に 於 て 亜 細亞 産 E 漁 广ψ‘s 屬 の 種 を掲 げたが ，そ の 後北 鮮地 方か ら更 に 1 新種 を得た に よ

つ て 鼓 に 記述 す る。 之 に よつ て 我 國 に 産 す る本屬の 種は 都合 5 種 を數ふ る事 に なつ たの で ，

曩 に 禍げた種 の 檢素表 に 改 正 を加 へ 次 に 掲げ る。

1・ 第 1 小顎に は 其基節に も端技に も觸鬚を有た9ユ………………・………！……・…・………・・………………2

ユD 第 1 小顎は 其端技 の 上 に觸鬚を有す る （第 3 鬪 ｝・・…………一 ・…………・・……・……・……・…・……・・…3

21 最絡歩肢 の 爪は 前方 の 歩肢の爪 と 同大 ……・…・………・…………E”sear ．OPtS〜醗 8κ SSEL （支那天山産〉

龜 最終歩肢 の 爪 は前方 の 歩肢 の 爪に 比 して 小 さい …・………・・…………Eseartvu．　jαeots　VEIM ．（朝鮮産＞

3・ 上 脣の 縁に は 其側方 に細長い 毛状物が並 ん で ゐ る （第 1 鬪 ）…………・…………・………・……・…・……・4

32 上 脣繊に 太 く頑丈な齒が 並 ん で ゐ る ……………一 ・……・………………… ’・…’”… 『’…” ・’…”−−t5

41 第 1 小顎に 2 對 の 長い 觸鬚が ある
・……………・・…………・……・・…Escα ryu3 　sibirictts　CoOK （浦鹽蓙｝

42 第 1 小顎に は 只 1 對の觸鬚が あ る 〔第 3 鬪）…・・……・・……………・…・……・…・………・……・・…・・…・…・

　　……………・・t・・・……・…・・…・・…・……tt ウ セ ン ヱ ス カ リヂ ム カ デ Escaryus　kareanus　 1】．　 sp ．（北鮮産 ）

51 顎肢は それを閉ぢ る と頭の前縁に達せ ず遙か に後方 に 止 り， 額板 に は上脣 に 接 して 2個 の 楕圓状 の 無．

　　XU　fiの 部分が あ る
・………・・…・・…・…・…………・……………・… Escai’．ifULg　retusidens 　att ・（P 王忌：EW 駆 ）

52 顎肢は それを閉ぢ る と丁度頭 の 前縁 に 達す る
……………・……・…・………・・……・・……・……………・…6・

61 額板に は上腎に 接 して 2個 の 無網 目の 區域が あ る ……・…・…・…・……………・・………・・…・・…・・………7

碗　額 殻は 一樣に 網円をな し ， 上脣の 前に接 して 無網 日の部分 が な い ， 或は 廓大力 の 小 さい 鏡で ば 無網目

　　に 見 へ る部分 あれ ども 他 の 網 目の あ る部分 との 境界が明瞭で な い
・一 ・…・・…・…・……・…i・………・8

7コ 最終歩肢 の 爪は前方 の 肢 の 爪に 比 し著 しく小 さ く， 略％………一 ……・…一 ……… ・…・……・…・・……

　　＿．．＿＿＿．＿．．．．＿…＿………・……・………・…・・ニ ホ ン ヱ ス カ リヂ ム カ デ E ．ゴapcniclts 　att ．（北海道）

72 最絡歩肢 の 爪は 前方 の 肢 の 爪に比 し少 し く小 さく， 略垢 ・・…
：
…・・………・…・……・…・・……………・・…・・

　　・・………………・・…・…＋……・・…・…… ヤ ク モ ヱ ス カ リ ヂ ム カ デ 且 ・yakumoensis田ム K △ KUWA 〈北海道＞

Sl 顎肢の 爪 の 根に小齒がない
……カ ラ フ トヱ ス カ y ヂ ム カ デ E ．　 sachalinus 　TAKAKMYA （北海道 ，樺太 ）．

＆ 顎肢の 爪の根に 1 個 の 小齒がある ……………・…・・・………・…　 ……・……………・…・・……・………・…・・

　　・…………・……・・……・……・… マ キ ジ マ ヱ ス カ リヂ ム カ デ E ．↑｝蹴 噛 η 解 TAKAKuWA （長野縣飯田 ｝

　 カ ラ フ ト ヱ ス カ リ ム カ デ は ， 今 まで は只北海道札幌及 び北 樺太土威 か ら得 られた もの で あ

つ た が ， 予 は咋 年 の 族行 に 於 て ， 樺 太敷香町幌 内川 の 左 岸オ タ コ の 森 に於 ける Tundra 堆藷

に 多 くを探 し得た の で
， それ を前 者 と比較す る と ， 後者 に 於 て 最絡 歩肢節 の 基 節腺 孔 の 數が

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
’

9　1i5

一
般 に稍 多 く，

又 體 毛 が 可 な b長 い 事 を認 め る。

　新種 テ ゥ セ ン ヱ ス カ リヂ ム カ デ は ，共上 脣の 彎入す る縁邊 に 並 ぶ 突起物が大部分 毛歌 をな

す こ と で は E ．sibir ・icus に 似 て ゐ る。然 し （1｝Esibiricus で は，第 1 小顎 に 長 い 2 對 の 觸鬚

を有す る に 反 し ， 本新種で は その 端肢 に 只 1 對の 觸 鬚を有 し ， 基 節に は それ が な く，只 その

外 肩が 尖 り， 細 微の 尖毛 が 密生 して ゐ る に す ぎぬ こ と ， ｛2｝　E ．sibi ・riecss の 最絡歩肢 が雄 に 於

て 甚 し く大 き くなつ て 居 るが ， 本新種で は そん なこ と が な い ， （3）忍 sibirie2“g は端孔 を缺 く

が本薪種 で は それ が あ る ｛第 4 圖｝。尚ほ次 に 本新種 の 一般 の 形 態 を述 べ る 。

　　　　　　　 E3c α型 粥 koreanus　 n ．　 sp ．テ ウセ ンヱ ス カ リヂ A カ デ 噺 稱｝

　體長 60mm ま で ， 歩肢聾數は 49　di　− 53　9 ， 頭 鞘は縦徑が横徑 に 比 して 稍長 く約 6 ： 5
．

兩側は外 方 に 弓 欺 をな し て 出張 り， 頭 の 上 面 よ り顎肢の 大部 を見 る こ とが 出來る。額板 に
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は 2 個の 無網 目の 後額

板 を區 別 し得 られ ， そ

こ に 中央線 に 近 く1 對

の 刺 毛が あ る 。 前顎 板

は 一
機に 網貝 を成 し，

不規則 な 1 横列 をなせ

　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 第 1圖 　上 唇 の 左 牛 ．（x50 ）
る約 15 本 の 刺毛 ， 爾 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

1r
　 　 第 2 圖 大頚 の 縁 （x12 ｛〕）

上偶 に 各數本 の 刺毛 ， 中央に 縱 に 2− 3i對の 刺毛 を有す る。 顎 肢の 前腿 節に 弱 い 突起が あ る

他 ，各節 に 齒 も突起 もない 。上 脣 〔第 ユ斷 は淺 い 彎入 をな し，その 総 邊 に 於 て ，中央 の 方 に

は短鈍の 齒 を列し ， 兩側 の 方 に は 細長い 毛 を列 し ， 兩端 の 部分 には 松菓歌め 模様 を有す。 大

顎 ｛第 2 鬪 の 齒 は略 3 つ の 群 に 分れ，第 1 小顎 1第 3 圃 の 端技 には 1 翼 の 觸 鬚 を有 し，基 節 に

は それが な く， そ の 兩肩と外側 部 に は 只微紬 なる短 い 尖毛が密生 して ゐ る に すぎぬ ，第 2 小

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 顎 の 第 2 ・第 3小 節 に は

　 第 3 圖　第 1 及 び 第

Z 小 顎 の 左 牛 （× 3S）
A ．第 1小 頚墓 節，

B ．
・
同基節突起，C ．・同 端

眩 ，
D ．同 上 觸谿 ，　 E ・

第 2 小 顎基節 ア
F ．同

端 肢

刺毛密生 し1 侖 ほ徴細の

小 尖毛散 生 し， 爪 に は櫛

毛 を有す 。 背板 に は 2 縦

帛田：eeを有 し，　前 方胸板は

横幅 の 方 が廣 く， 中央 胸

板 は正方形 ， 後方 胸板 は

縦徑が 大 で あ る。雖 歩

肢節 （第
’
4 圖）胸板は縦徑

が 横徑 に 比 して 約 2倍 あ

つ て 略 長方形 をな し，基

節 に は 刺毛 少 く，種 々 の

大 さの 多 くの 腺孔 を 有

し，そ の 内 ご腺孔は特 に

大 き い 。最終歩肢は 雌雄

と も腹面 に密 毛 を有 し ，

爪 は他 の 肢 の爪 よ b も少

し く小 さ く， 雄 の 肢が特

に 甚 し く大 き くは ない ．

端孔 は あ る。

産地 ： 北 朝鮮赴戰 山 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．．

　備考 1 本動物は 大邱府白甲舘氏が特に 予 の 爲に北鮮地方を採集 して 邊 られた 標本 の 中に見出した も

、　　　 の で ， 茲に 同氏に封 し謝意を表す 。

　備考 2 我pa｝g．産する ヂ ム カ デ屬を とつ て その 上脣を調 べ 、 之が 酪躅の如 く
一
片となつ て凹み，其縁

　　　　 に齒又は毛が列生 して ゐ た らば，弐に 大顎を と b出 して鏡檢し 之れが叉前園の如 く毛 と爵

　　　　 とを列 して 居 り， 更に 最後肢に爪を有 し，
・之 の 基 節に多 くの 腺孔を有する こ と

一
を知 るな ら，

　　　　 先 づ大體 Escxmμ s 颶の もの と見 て 差支 へ ない 。
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